
（別紙３）

～ R8年  2月　25日

（対象者数） 13 （回答者数） 7

～ R8年　1月  20日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
振り返りの機会を増やし、職員間での共有をより深めて

いく

2
教材についての保護者への説明を丁寧に行い、安心して

利用いただけるよう工夫する

3
活動と成長のつながりがより伝わるよう、記録や振り返

りを充実させる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
利用時間や曜日の調整など、無理なく通える工夫を行っ

ていく

2
面談の時間設定や連絡ツールの活用により、よりスムー

ズな情報共有を目指す

3
就労に向けた活動や外部との連携を少しずつ取り入れて

いく

○事業所名 イーネットスクール

○保護者評価実施期間
R8年 2月 4日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年 1月 6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年３月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

一人ひとりに合わせた丁寧な支援ができている
アセスメントをもとに目標を立て、日々の関わりの中で

成長を見守っている

くもん教材（一部有料）を活用した学習支援
それぞれのペースに合わせたスモールステップで、無理

なく学習習慣の定着を支援している

送迎時に保護者とお話しする機会が多い
丁寧なやり取りができる一方で、時間の使い方に工夫が

必要

高学年・中高生への支援の充実が今後の課題
年齢に応じた支援内容の幅をさらに広げていく必要があ

る

5領域を意識したバランスの良い支援
日々の活動の中で、生活・運動・認知・言葉・人との関

わりを大切にしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎がないため、ご家庭のご協力をお願いしている
保護者の送迎により利用しやすさに影響が出る場合があ

る

事業所における自己評価総括表公表


